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はじめに ∗

メソモデル (MSM)という名前の数値予報モデルが運用されはじめたのは 1998年 3月の

ことであるが、この時点で運用されていたのは格子間隔 10 kmの静力学スペクトルモデル

で、計算領域も約 1300 km四方に過ぎず、現在のMSMとは全く異なるものであった。そ

れ以来、メソ数値予報システム（モデルとデータ同化から構成されている）は、計算領域、

分解能、計算時間、計算頻度といった仕様の拡大と、システム内容の変更（メソ 4次元変分

法の導入は 2002年 3月、気象庁非静力学モデルの導入は 2004年 9月、非静力学メソ 4次元

変分法の導入は 2009年 4月）および改良が相まって、次第に現在の姿になってきた。振り

返ってみると、運用当初と現在とでは、現業作業の中でのモデルの役割がずいぶん変化した

ことに気づく。もちろん、現在の状態が完成形でないことは言うまでもなく、改良は不断に

続けていくことになる。

2012年 8月に東日本域を対象に運用を開始し 2013年 5月に計算領域を日本全域に拡大し

た局地数値予報システムは、メソ数値予報システムに比べれば誕生からの日が浅いが、同じ

ように仕様の拡大とシステムの変更・改良を続けていくことになる。その中で 2015年 1月

におこなった asucaの導入は、局地数値予報システムにとっての最初の大きな変更であり、

今後の改善の基盤を整える重要な契機であった。

このように、数値予報システムは改良・進化を続けていくものであるため、そうした変化

をふまえてより適切にプロダクトを利用していただくために、必要な情報をとりまとめたも

のがこのテキストである。本書では、上で触れたメソ・局地数値予報システムをはじめとし

て、この一年に開発改良された数値予報プロダクトについての情報を取りまとめた。第 1章

は、asucaが導入された新しい局地数値予報システムについての解説である。第 2章では、

メソ数値予報システムの改良について述べている。第 3章では観測データ利用の改良、第 4

章ではガイダンスの改良について、それぞれ解説した。また、第 5章ではトピックスとして、

低気圧の発達等についての事例検討と高解像度大気解析の開発状況について取り上げた。

数値予報資料について、現時点におけるその性質を理解して、予報作業への利用を適切に

行っていただくために、本研修テキストが有効に活用されることを期待している。

* 小泉 耕
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